












































さらに結腸組織において TNF-α や IL-6 といった炎症性サイトカインの発現抑制された
ことから、ペリルアルデヒドには腸炎緩和作用が備わることが示唆された。また，LPS
（リポ多糖）で刺激したマウス由来マクロファージ細胞 RAW264.7 株を用いた解析か
ら，炎症性サイトカイン発現量がペリルアルデヒド処理によって低下し，さらに炎症性
サイトカインの発現を制御する JNK（p54，p46）といった MAPキナーゼ群の活性化が
抑制されていた。つまり、ペリルアルデヒドが JNK のリン酸化制御を介して、炎症性
サイトカインの発現を抑制することで抗炎症作用を発揮することが示唆された。この研
究成果からペリルアルデヒドの効能を利用した健康サプリメントの開発が期待される。 
本研究の成果は、植物の誘導防衛の初期応答メカニズムを解説し、二次代謝化合物等
を介した防御応答を活性化する分子農法の開拓ならびに、それらの二次代謝化合物を健
康促進因子として活用するためのシーズとなった。 
 
